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「島内交通全体を見据えた再構築事業について」 

 

1． 地域公共交通計画に示されている将来の交通体系と検討対象路線 

佐渡市地域公共交通計画（R6年 3月策定）のなかで、10年後（R15年度）を見据えた公共交通体系

が示されている。 

R6年 3月時点で運行されている路線バスを「幹線」「支線」「地域内交通」と位置付け、それぞれの

方針が整理されている。そのなかで「支線」については、減便や休止の予想やデマンド運行の可能性

が示されている。また、「地域内交通」については、あらゆる輸送資源を総動員して移動手段を確保

するとしている。 

今回の再編案では、運転手不足による交通空白を回避するために代替となる運行体系を検討する。

その際、「幹線」に「支線」「地域内交通」を接続する方針とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図．10年後（R15年度）を見据えた公共交通体系  

佐渡市地域公共交通計画（R6 年 3 月策定）より  

【資料２】 
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2． 運行事業者に対するヒアリング結果 

 

ヒアリングの目的： 運行リソースの実態把握と運行負担の大きい路線の特定 

実施日： R7年 5月 26日（月） 

対象事業者：新潟交通佐渡（株） 

 

ヒアリングの結果： 

（１） 路線バス運行の現状について 

・運転手の減少が続いているため、「支線」や「地域内交通」の再編をできる限り速やかに進めて

いく必要がある。 

   ・バスの運転士数は令和 7年 9月現在で以下のとおり 

正社員バス運転士数 32人 

OB・臨時運転士数 16人 

計 48人 

    ※現在の島内路線バス必要要員数：39人 

    正社員運転士だけでは路線バスが運行できず、OB・臨時運転士も加え何とか路線バスの運行を

維持している状況 

 

（２） 再構築を行う路線の優先度について 

・新潟交通佐渡としては、学生の登下校のタイミングに合わせて「学生車」として路線バスを運行

してきたが、学生数や運転士数の減少により、運行が困難になってきている。そのため、代替と

なる輸送手段が特に求められる。 

 

（３）他の事業者との連携の可能性 

  ・自社で送迎バスを保有しているホテル・旅館との連携 

・既にあるいは今後運行されるスクールバス混乗 

・バスの運転の担い手として、大型免許を保有している建設事業者や貨物運送事業者との連携 

表．10年後を見据えた位置づけの考え方  

佐渡市地域公共交通計画 

（R6 年 3 月策定）より 
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3．島内の人口分布 

 公共交通を特に必要とする高校生と６５歳以上高齢者の人口分布について、R7 年と R15 年の比較を示

す。 

 ・高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R7 年から R15 年に

かけて、高校生が

完全に居なくなる

地域が点在する。 

→高校生の利用の

減少が見込まれる 

 

一方で、R15年にお

いても、高校生が

点在している。 

→高校生の登下校

の足を維持するた

めには運行が必要 

集計方法 

R7 年高校生  → 地区別年齢別人口集計表(R7 年 4 月 1日)の 15～17 歳を集計 

R15 年高校生 → 地区別年齢別人口集計表(R7 年 4 月 1日)から R15 時点で 15～17 歳の人を集計 

合計：1,150人 

 

合計：938人 

 

図．高校生の人口分布比較（R7、R15）  
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 ・65歳以上の高齢者（男性：65歳～81歳、女性 65歳～87歳※平均寿命） 

・R７年から R15年にかけての増減率を以下の図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R7 年から R15 年

にかけて、大きな

変化は見られな

い。高齢者は島全

体に分布してい

る。 

→島全体におけ

る高齢者向けの

移動手段確保が

求められる。 

図．高齢者の人口分布比較（R7、R15）  

集計方法 

R7 年高齢者  → 地区別年齢別人口集計表(R7 年 4 月 1日)より（男性：65～81，女性 65～87 歳）を集計 

R15 年高齢者 → 地区別年齢別人口集計表(R7 年 4 月 1日)から R15 時点で男性：65～81，女性 65～87 歳）を集計 

合計 : 15,940人 
 ※65歳～平均寿命 

 

 

合計 :15,154人 
 ※65歳～平均寿命 
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・R7年→R15 年にかけての人口の増減率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図．R7→R15増減率（高校生、高齢者）  

R7 年から R15 年

にかけて、減少し

ている地域が多

い一方で、増加す

る地域も見られ

る。 

→高校生の人口

減少が見込まれ

るが、移動手段の

維持は求められ

る。 

 

R7 年から R15 年

にかけて、減少し

ている地域が多

い。 

→高齢者は島全

体において減少

傾向が予想され

るため、実態に応

じた移動手段の

確保が求められ

る。 
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4．路線バス利用者数の推移 

  R6 年時点で運行されている路線バスを対象に、R1 年から R6 年にかけての利用状況の推移をまとめ

た。10年後（R15年度）を見据えた公共交通体系における「支線」「地域内交通」と「幹線」でそれぞ

れ推移をまとめた。 

  「支線」「地域内交通」に位置付けられた路線の利用状況については、国仲・金丸線、国仲線、横宿

線は R1年から R6年にかけて利用者数が増加している。また、内海府線、岩首線（松ヶ崎線）、前浜線、

七浦海岸線は、コロナ禍の影響により R2年から R3年にかけて利用者が落ち込んだものの、R6年には

回復傾向となっている。佐渡金山の世界遺産登録による観光需要の高まりや、小中学生が利用する路

線については対象となる小中学生の人数による影響が考えられる。一方で東海岸線、赤泊線、海府線に

ついては減少傾向が続いている。利用状況に応じた路線の運行の見直しが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．利用者数の推移（支線、地域内交通）  

※ 運行本数は R7年時点  
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 「幹線」に位置付けられた路線については、一部コロナ禍の影響を受けた路線があるものの、高い利用

者数で推移している。これらの路線については、今後も利用者数を維持していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．利用者数の推移（幹線）  

※ 運行本数は R7年時点  
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5．再編の方針 （素案） 

新潟交通佐渡へのヒアリングや人口分布の調査の結果をまとめると、左記の内容となる。 

課題に対応するため、再編素案を右記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．各路線の再編の方針 （素案） 

 5．で挙げられた課題を踏まえ、来年度以降、順次実証調査で進め、本格的に導入していこうと検討し

ている。また、各路線の運行体系については以下を検討している。 

 

・七浦海岸線、海府線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．七浦海岸線、海府線の再編素案  

運行事業者単独での運行は困難 

・利用者の減少 

・運転手不足 

路線の維持 

・高校生、高齢者の移動手段の確保 

幹線を活かす 

・将来的に残す幹線を活かす 

① 市バスへの移管 

・市でドライバーを確保 

・運行事業者だけで維持できない 

路線を運行 

② 運行体系の効率化 

・運転手の効率的な運用 

・車両の小型化 

・運行経路の短縮 

③ 本線、南線、小木線、国仲金丸

線へ接続 

・幹線へ接続させて、経路を短縮 

課題 再編素案 
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・内海府線、東海岸線、松ヶ崎線 

 

 

・赤泊線、前浜線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．内海府線、東海岸線、松ヶ崎線の再編素案  

図．赤泊線、前浜線の再編素案  
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7．再編検討のスケジュール 

 本検討については、以下のスケジュールで進めていく予定である。 

 

 表．今後のスケジュール（予定）  


